
 

 ８ 協働する授業づくり、学校づくり 

 

府立大正白稜高等学校の取組み 

 
（1）学校教育目標(めざす生徒像) 

● どんな時も投げ出さない、考え抜く強さをもてる生徒 

● ゴールに向かって、多くの人と協働できる生徒 

● 変化を恐れず、一歩前へ踏み出せる生徒 

● 創り出すことを楽しめる生徒 

 

（２）主な取組みと組織体制の準備 

テーマ…「白稜シップの周知」「白稜シップに基づいた授業づくり」 

「白稜シップと観点別学習状況の評価について」 

（設定理由） 

・卒業までに身につける４つの力「白稜シップ」を周知し、昨年度からの検証と再検討をおこなう。 

・観点別学習状況の評価と白稜シップの共通点を探る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な実践とその工夫 

① 卒業までに身につける４つの力「白稜シップ」の検証と再検討 

本校では、３年間で生徒に身につけさせた

い４つの力を「白稜シップ」として、学年別

に具体化しています。昨年度は、教員全員で

協議を重ね、白稜シップについて、「授業で身

につけさせたい力」を明確にしました（右表

参照。各学年の４項目について、さらに、４

つの具体的場面を設定）。今年度は、この「授

業で身につけさせたい力」と新学習指導要領における３つの資質・能力をどのように関連づけ、３観点

の評価につなげていくかを検討し、「白稜シップ」に基づいた授業づくりを進めることをテーマとしま

した。第１回の全体会では、新学習指導要領における評価の３観点を再確認した上で、白陵シップで定

めた各項目が、どの観点に適用することができるかを検討するため、教科の枠を越えたグループをつく

り、研究協議を行いました。各グループの進行は、10 年経験者研修を受講する教員に依頼しました。

協議を進行することで、各先生が新学習指導要領における評価の改善を自分事としてとらえ、公開授業

等においても、積極的に臨んでいただけました。 

第1回校内全体研修（9月） 研究授業及び協議（10～12月） 第２回校内全体研修（1月） 

主
な
取
組
み 

 「白稜シップ（授業版）」 

を「主体的に学習に取り組

む態度」の評価基軸として

検討 

●授業見学期間を設定し、

「良かったところ」「工夫され

ていたところ」「自分の授業に

取り入れてみたいこと」を視

点に、相互見学を実施 

 「観点別学習状況の評

価」に関する動画（総則

編）を視聴し、疑問点等

を収集 

 指導主事の講義を通して

学習評価の基本的な考え

方を確認 

 「白稜シップ（授業版）」

の観点がどの資質・能力に

該当するかをグループ協議 

 研究授業報告（英語

科）をもとに、授業改善及

び観点別学習状況の評価

について、実施状況の共

有及び意見交換 

 「主体的に学習に取り組む

態度」の評価資料とできる

校内での「振り返りシート」

実施状況の共有 

 

【４つの白稜シップ】 

１年 ２年 ３年

A 考えぬく強さ
自分で考える・

自分の意見を持つ
意見の根拠を

増やす
意見を再構築する

B ゴールに向かって
   協働する

協力する力を
身につける

積極的に協働する
協働して目的を

達成する

C 恐れず一歩前へ
    踏み出す

興味を持つ
興味を持ったこと

を身につける
取捨選択する

D 創り出すことを
   楽しむ

書く・話す・模倣する
力を身につける

方法を身につける 論理立てる



 

８ 協働する授業づくり、学校づくり  

 

② 「白稜シップ」と観点別学習状況の評価を関連付ける 

９月のグループ協議では、「新しく赴任した先生から、白稜シップに

ついて、ご指摘をいただき新鮮でした。」等の意見が見られ、校内での

白稜シップの一層の周知をはかることもできました。半面、白稜シップ

と評価の３観点を照らし合わせる中で、全ての観点に該当する項目も

見られ、分類を続けていく事が難しい状況も浮かび上がりました。そこ

で、「知識及び技能の獲得、思考力、判断力、表現力等を身に付けたり

することに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を調整しようとするかどうかを含めて評価する」と

される「主体的な学習に取り組む態度」に焦点を当て、関連付けをはかっていくという一つの方向性が

生まれました。 

10 月から 12 月にかけて、初任者、10 年経験者の公開授業を含め、授業見学の機会を設定しまし

た。見学後のアンケートでは、「良かった点」、「工夫が見られた点」、「自分の授業に取り入れてみよう

と思った点」を主な聴取項目として、白稜シップに基づいた授業改善につなげることができました。 

③ 好事例は「校内」にあり！ 最終の全体会は校内での事例共有を中心に 

公開授業期間には、最低１回は見学するように依頼しましたが、２～３回見学した先生もいました。

見学できなかった先生方に対しては、授業動画のダイジェスト版を作成し、事前に視聴し、第２回の全

体研修会に参加いただくよう工夫をしたところ、参加率を 92.6％まで引き上げることができました。 

授業見学を通じて、既に、個別にではありますが、「主体的に学習に取り組む態度」の評価資料として 

活用可能な実践が多く見られました。そこで、第２回全体会を、公開授業を受けた取組みの校内事例共 

有を中心にして、実施をすることとしました。 

まず、英語科における観点別学習状況の評

価の先行実施内容及び振り返りシートを用い

た「主体的に学習に取り組む態度」の実践事例

について、発表をいただきました。今後の課題

として、『振り返りシート』の記述内容が、授業

の感想に留まってしまうことが多い。そのため、主体的に学習に取り組む態度における『自らの学習を

調整する側面』の評価資料として活用するには、記入に際しての問いかけ等をより具体化する必要があ

る。」と報告があり、現在の一番大きな課題として、「振り返りシートへ教員がコメント記入に要する時

間」を取り上げ、毎時間実施しているため、単元等のま

とまりごとでの実施や ICT の活用等を検討していく必

要がある旨の報告がありました。振り返りシートの他事

例として、他教科より、紙ベースでの実施事例、Google 

フォームやロイロノート for school を活用し、電子上

で管理している事例も紹介されました。最後に、今後、

「主体的に学習に取り組む態度」の評価資料として、振

り返りシートを活用する際の課題について、以下の２点を確認し、全体会のまとめとしました。 

（１）単なる感想に終わらせないためには、教員からの質問の仕方や、生徒が記入する時の説明方法が重

要になる。 

（２）授業内の実施では、時間確保が難しい時もある。振り返りの回数やコメントは必要な時のみにする

等の工夫が必要である。 

令和４年度から始まる新しい学習評価について、今後も具体的に検討を進め、白稜シップを中心に、 

校内全体で共通目標をもち、学校全体の授業力の向上を図っていきたいと思います。 


